
　

大
河
ド
ラ
マ
『
青
天
を
衝つ

け
』
が
２

月
14
日
㈰
か
ら
放
送
開
始
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
い
よ
い
よ
『
渋
沢
栄
一 

青

天
を
衝
け 

深
谷
大
河
ド
ラ
マ
館
』
が

開
館
し
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
館
は
深
谷
公
民
館
１
階

部
分
に
設
置
し
、
館
内
に
は
、
チ
ケ
ッ

ト
売
り
場
な
ど
が
あ
る
『
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ゾ
ー
ン
』、
ド
ラ
マ
の
ス
ト
ー
リ
ー

や
出
演
者
を
紹
介
す
る
『
番
組
紹
介

ゾ
ー
ン
』、『
中な

か

ん

ち

の
家
』
を
再
現
し
た
ロ

ケ
セ
ッ
ト
や
撮
影
で
使
用
し
た
小
道

具
、
衣
装
な
ど
を
展
示
す
る
『
血
洗
島

ゾ
ー
ン
』、
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
を
放
映

す
る
『
シ
ア
タ
ー
ゾ
ー
ン
』、
放
送
内

容
に
合
わ
せ
て
展
示
内
容
を
模
様
替
え

す
る
『
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ゾ
ー
ン
』、
栄

一
翁
ゆ
か
り
の
場
所
や
『
渋
沢
栄
一
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
』
な
ど
を
紹
介
す
る
『
深

谷
市
ゾ
ー
ン
』
の
６
つ
の
ゾ
ー
ン
を
設

け
ま
す
。

　

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
関
連
商
品
や
渋

沢
栄
一
翁
関
連
商
品
、市
内
の
農
産
物
、

特
産
品
を
販
売
す
る
ほ
か
、
開
館
期
間

中
に
ド
ラ
マ
出
演
者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

県
内
初
の
大
河
ド
ラ
マ
館

い
よ
い
よ
２
月
16
日
㈫
開
館

『
渋
沢
栄
一 

青
天
を
衝
け

深
谷
大
河
ド
ラ
マ
館
』
概
要

【
会
場
】

▪
深
谷
公
民
館
１
階（
仲
町
20
番
２
号
）

【
開
館
期
間
】

▪
２
月
16
日
㈫
～
令
和
４
年
１
月
10
日

㈷
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
入
館

は
午
後
４
時
30
分
）（
予
定
）

【
入
場
料
】

▪
大
人
（
18
歳
以
上
）　

８
０
０
円

（
６
４
０
円
）

▪
小
学
生
～
高
校
生　

４
０
０
円

（
３
２
０
円
）

▪
未
就
学
児　

無
料

※
（
）
内
は
前
売
券
お
よ
び
団
体
入
場

券
の
料
金
。
前
売
券
は
、
２
月
15
日
㈪

ま
で
、深
谷
公
民
館
や
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

各
主
要
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
端
末
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

入
場
券
に
つ
い
て
詳
し
く
は
入
場
券

販
売
管
理
セ
ン
タ
ー
（
５
５
１
‐
８
９

５
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
日
の
開
館
時
間

　

開
館
日
の
２
月
16
日
㈫
は
午
後
１
時

に
開
館
し
ま
す
。
な
お
、
開
館
に
合
わ

せ
て
ド
ラ
マ
館
屋
外
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
も
出
店
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

『渋沢栄一 青天を衝け 深谷大河ドラマ館』の
最新情報は公式ホームページで発信中です。
　右のQRコードを読
み取りアクセスしてく
ださい。また、公式ツ
イッターでも情報を発
信しています。

最新情報は
公式ホームページで発信中！

いよいよ

17

深谷幼稚園深谷幼稚園 図書館図書館
深谷市民
文化会館
深谷市民
文化会館

深谷城址公園深谷城址公園

深谷小学校深谷小学校

深谷市役所
本庁舎
深谷市役所
本庁舎

（深谷公民館）

▲『渋沢栄一 青天を衝け 深谷大河ドラマ館』位置図
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『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ 

ふ
か
や
』
を
宣
言
！

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は
？

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
２
０
５
０
年
ま

で
に
『
実
質
ゼ
ロ
（
人
為
的
な
発
生
源

に
よ
る
排
出
量
と
森
林
等
の
吸
収
源
に

よ
る
除
去
量
と
の
間
の
均
衡
を
達

成
）
』
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
公
表

し
た
自
治
体
の
こ
と
で
す
。

宣
言
の
背
景

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
の
猛
暑

や
豪
雨
災
害
、
大
規
模
火
災
な
ど
の
気

候
変
動
に
よ
る
災
害
が
世
界
規
模
で
発

生
し
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
や
生
命
、

財
産
を
脅
か
す
『
気
候
危
機
』
と
い
う

べ
き
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
国
際
的
な
動
向
で
は
、
１
９
９
２
年

の
『
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠

組
条
約
』
が
国
連
で
採
択
さ
れ
、
地
球

で
の
気
候
変
動
が
発
生
し
、
氷
河
が
溶

け
海
水
面
が
上
昇
し
、
太
平
洋
中
部
に

位
置
す
る
キ
リ
バ
ス
共
和
国
は
、
将
来

水
没
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
干
ば
つ
に
よ
っ
て
森
林
が
乾

燥
し
た
サ
バ
ン
ナ
や
泥
炭
地
に
変
わ
れ

ば
、
土
壌
が
保
持
す
る
炭
素
が
減
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
大
気
中
に
残
る
二

酸
化
炭
素
が
さ
ら
に
増
え
、
温
暖
化
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
林
火
災
も
記

憶
に
新
し
い
で
す
が
、
気
温
上
昇
に
よ

る
乾
燥
で
落
ち
葉
の
水
分
が
失
わ
れ
、

枯
れ
葉
同
士
の
摩
擦
で
火
が
起
き
、
周

り
の
枯
れ
葉
や
木
々
に
燃
え
移
る
こ
と

で
大
火
災
と
な
り
、
森
林
を
焼
き
尽
く

し
、生
態
系
も
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
行
政

と
事
業
所
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
下
の
表
を
参
考
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
意
識
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か

や
』
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

に
お
い
て
、『
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
』
を
掲
げ

て
お
り
、
併
せ
て
『
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
』
に
も
取

り
組
み
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
低
減

し
て
き
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
は
な
ぜ
起
こ
る
？

　

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
原
因
は
、
人

間
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
増
加
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
気
中
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
は
、
海
や
陸
な

ど
の
地
球
の
表
面
か
ら
地
球
の
外
に
向

か
う
熱
を
大
気
に
蓄
積
し
、
再
び
地
球

の
表
面
に
戻
す
性
質
（
温
室
効
果
）
が

あ
り
ま
す
。

　

18
世
紀
半
ば
の
産
業
革
命
の
開
始
以

降
、
人
間
活
動
に
よ
る
化
石
燃
料
の
使

用
や
森
林
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
大
気

中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
は
急
激
に

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
急
激
に
増
加
し

た
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
り
、
大
気
の
温

室
効
果
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
で
壊
れ
て
い
く
地
球

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
世
界
規
模

温
暖
化
対
策
に
世
界
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
７

年
の
『
京
都
議
定
書
』
へ
の
合
意
、
そ

し
て
左
の
表
に
あ
る
通
り
２
０
１
５
年

の
『
パ
リ
協
定
』
で
は
『
産
業
革
命
以

前
に
比
べ
て
平
均
気
温
上
昇
を
２
℃
未

満
と
し
、
１・５
℃
に
抑
え
る
よ
う
努

力
す
る
』と
い
う
国
際
目
標
が
示
さ
れ
、

２
０
１
８
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
国
連
の
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の

特
別
報
告
書
で
は
、
こ
の
目
標
達
成
の

た
め
に
は
『
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
が
必
要
』
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

深
谷
市
の
今
ま
で
の
取
り
組
み

　

深
谷
市
で
は
、『
第
二
次
深
谷
市
総

合
計
画
』、『
深
谷
市
環
境
基
本
計
画
』

　

深
谷
市
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
・
気
候
変
動
問
題
を
喫
緊
の
課
題
と
受
け

止
め
、
深
谷
市
の
未
来
、
世
界
の
未
来
を
守
る
た
め
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ 

ふ
か

や
』
を
１
月
26
日
に
宣
言
し
ま
し
た
。

『ゼロカーボンシティふかや』宣言『ゼロカーボンシティふかや』宣言

2015.  9❖SDGs持続可能な開発目標(国外)
・誰一人取り残さない社会の実現
・17 のゴール（目標）
・誰一人取り残さない社会の実現
・17 のゴール（目標）

2015.12❖パリ協定(国外)
・世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて
    2℃未満、1.5℃に抑える努力を追求する

・世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて
    2℃未満、1.5℃に抑える努力を追求する

2018.10❖ＩＰＣＣ特別報告書(国外)
・2℃よりリスクの低い 1.5℃に抑えるためには 2050 年
   までに CO2 排出量を実質ゼロにすることが必要

・2℃よりリスクの低い 1.5℃に抑えるためには 2050 年
   までに CO2 排出量を実質ゼロにすることが必要

・2050 年までに 2013 年度比で CO2 排出量 80% 削減
 （2030 年度までに 2013 年度比で CO2 排出量 26% 削減）

・2050 年までに 2013 年度比で CO2 排出量 80% 削減
 （2030 年度までに 2013 年度比で CO2 排出量 26% 削減）

2016.  5❖地球温暖化対策計画(国内)

2018.  4❖第五次環境基本計画(国内)
・地域循環共生圏の創造（地域の特性に応じて地域
   資源を補完し支え合う考え方）

・SDGs の考え方も活用し、環境・経済・社会の統合
   的向上を具現化する

・地域循環共生圏の創造（地域の特性に応じて地域
   資源を補完し支え合う考え方）

・SDGs の考え方も活用し、環境・経済・社会の統合
   的向上を具現化する

2018.11❖気候変動適応計画(国内)

・緩和策（温室効果ガス排出削減）と適応策
  （気候変動による被害の回避・軽減対策）は
   車の両輪として取り組むべきとして法的仕
   組みが整備

・緩和策（温室効果ガス排出削減）と適応策
  （気候変動による被害の回避・軽減対策）は
   車の両輪として取り組むべきとして法的仕
   組みが整備

2019.12❖環境大臣が自治体へ呼びかけ(国内)
・環境大臣がゼロカーボンシティの自治体で
   の取り組みの重要性と拡がりへの期待を表明

・環境大臣がゼロカーボンシティの自治体で
   の取り組みの重要性と拡がりへの期待を表明

2020.10❖菅内閣総理大臣所信表明(国内)

・2050 年までに温室効果ガスの排出を全体
   としてゼロにする、カーボンニュートラ
   ル、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言

・2050 年までに温室効果ガスの排出を全体
   としてゼロにする、カーボンニュートラ
   ル、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言

宣言までの国際的な動向宣言までの国際的な動向

●照明・テレビ

白熱電球をＬＥＤ電球に交換

テレビを見る時間を１日2時間を減らす

白熱電球を電球形蛍光ランプに交換

テレビの画面の明るさ調整

2,270

900

2,430
730

41.0
43.9
13.2
16.4

削減金額
（円 /年）

ＣＯ２削減量
（kg-ＣＯ２/ 年）

●緑のカーテン
自宅の窓に2m×2mの緑のカーテンを
設置し、冷房エネルギーを削減する 2,500 63.5

●自動車のエコドライブ
ふんわりアクセル（最初の５秒で時速
20km）で発進する 11,950 194.0

●エアコン
冷房は28℃、暖房は20℃を目安に 2,250 40.7
使用時間を１日１時間減らす 1,610 29.1
フィルターの清掃をこまめにする 860 15.6 加減速の少ない運転 4,190 68.0

アイドリングストップを心がける 2,480 40.2

●お風呂・トイレ・洗濯
シャワーの出しっ放しを止める
続けて入浴し、追い炊きはしない

3,210 28.7
6,190 85.7

トイレを使用しないときは便座を閉める 940 17.0
便座・洗浄水の温度調整を季節に合わせる 1,080 19.6
洗濯物はまとめて乾燥する 1,130 20.5

削減金額
（円 /年）

ＣＯ２削減量
（kg-ＣＯ２/ 年）

始めよう！家庭でできる地球温暖化防止対策

●自宅の電源を再生可能エネルギー（ふっかちゃんでんき（16ページ参照））に切り替える
※出典：経済産業省資源エネルギー庁ホームページ

▲崩れる氷河

▼干ばつも深刻な問題

『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ 

ふ
か
や
』
宣
言
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
環
境
課
（
う

５
７
７
‐
６
５
３
９
、
おkankyo@

city.fukaya.saitam
a.jp

）
ま
で
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